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R3 R4 R5 R6 R7

北海道教育委員会
小・中・高等学校の学習指導要領（体育・保健体育）を基に体育・保
健体育・保健授業で児童・生徒に指導

北海道薬剤師会
学校薬剤師が学校教育で活用できるよう、小学生、中学生・高校生の
発達段階に応じた健康教育教材を作成し、その中に飲酒防止教育につ
いて掲載している。

北海道大学大学院医学研
究院神経病態学分野精神
医学教室

1年目学生を対象に、アルコール健康障害に関する講義を実施して、
発生を予防する。

札幌医科大学医学部神経
精神医学講座

医学部の学生グループ制ミーティングの際に、特に新１年生に対し
て、飲酒のリスクやアルコール健康障害に関する啓発を行う。

保健福祉部福祉局障がい
者保健福祉課

道内大学に対し、リーフレット等の設置や学生への配布を依頼する。
大学と連携した依存症に関する普及啓発を行う（酪農学園大学：Web
講演会の開催）

保健福祉部健康安全局
地域保健課

未成年者飲酒防止月間における普及・啓発（4月）

環境生活部くらし安全局
道民生活課交通安全担当

「児童・生徒向け飲酒運転根絶教育パンフレット」（小学１年生向
け・中学１年生向け・高校１年生向け）を作成し道内の小・中・高校
等に配布

道立保健所 必要に応じて、各市町村へ情報提供を行う。

北海道医師会 依頼に基づき、協力を検討いたします。

北海道精神神経科診療所
協会

アルコール問題での来院ではない患者、家族に関しても、アルコール
問題が潜んでいないか留意する。

北海道薬剤師会
第５回薬物乱用防止キャンペーンin北海道において、アルコールの注
意点についての啓発方法を検討する予定である。

北海道臨床心理士会
本会は多領域にまたがった職域を担っているため、医療、福祉、教
育、司法等の分野の横断的な問題と位置づけ、道民への啓発活動に取
り組む

北海道精神保健福祉士協
会

必要に応じての情報提供

施策 具体的な取組 主な実施主体

一次予防（発生予防）

【重点目標】飲酒に伴うリスクに関する知識の言及を徹底し、将来にわたるアルコール健康障害の発生を予防

・学校教育においては、引き続
き、飲酒が心身に及ぼす影響等を
正しく認識させ、20歳未満の段階
では飲酒をしないという判断力や
態度、生涯にわたって健康の保持
増進する資質・能力を養うよう教
育を実施します。

（１）
教育、
広報等
による
普及啓
発の推

進

今年度の評価 第２期評価を踏まえた
今後の取組（予定）

年次ごとの取組内容

○20歳未満の者、若い世代、妊産婦、女性や高齢者等への飲酒のリスクに関する教育や啓発の推進

・20歳未満の者や大学生などの若
い世代に対して、飲めない体質や
飲酒のリスク等アルコール健康障
害に関する啓発資料の作成、配布
や自助グループの当事者等を講師
とした学習機会等を通じて、アル
コール健康障害に対する正しい知
識の普及啓発を図ります。
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 具体的な取組 主な実施主体 今年度の評価 第２期評価を踏まえた

今後の取組（予定）

年次ごとの取組内容

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

教育現場に携わる関係者を対象者に含めた研修を行い、自助グループ
のアディクション当事者を講師として迎えているがコロナウィルスの
影響により今年度の見通しは不明である。

札幌こころのセンター

・市民や家族を対象にした「お酒と健康を考える市民フォーラム」や
「家族セミナー」を自助グループと共催等により実施し、アルコール
健康障害に対する正しい知識の普及啓発を図る。
・札幌市依存症相談窓口と専門医療機関についての普及周知チラシ、
ホームページ、SNS等を利用し市民に対しアルコール健康障害や依存
症についての普及啓発を図る。

北海道作業療法士会 作業療法士養成施設学生への教育を通した啓発

北海道産業保健総合支援
センター

HP、メールマガジンによる啓発。
事業主セミナーを通じ啓発。

札幌医科大学医学部神経
精神医学講座

医学部の精神医学の講義の1コマで「アルコール依存症」を取り上
げ、アルコール健康障害に対する正しい知識の普及啓発を図る。

札幌マック
依存症の観点から、家庭環境や人間関係のおいて、飲酒行動に引き込
まれる要因、飲酒がもたらす変容を経験に基づいて伝える。

札幌マック女性共同作業
所

依存症の観点から、家庭環境や人間関係のおいて、飲酒行動に引き込
まれる要因、飲酒がもたらす変容を経験に基づいて伝える。

青十字サマリヤ会
教育・広報として大学等にて当法人のPSWスタッフ及び当事者スタッ
フが講義の中で依存症の理解と回復のプロセスを普及する。

・「青少年の非行・被害防止道民
総ぐるみ運動強調月間」（７
月）、「子供・若者育成支援強化
月間」（11月）等の啓発イベント
を活用して、20歳未満の者を対象
とした普及啓発活動を推進しま
す。

環境生活部くらし安全局
道民生活課青少年係

各強調月間において、酒類の販売窓口における年齢確認の徹底などの
「有害環境への適切な対応」を重点課題の一つとして普及啓発活動を
推進

・母子手帳交付時等において、市
町村と連携し、妊婦に対して飲酒
の有無の確認や飲酒が自分自身や
胎児・乳児に及ぼすリスクについ
て説明し、妊娠中や授乳期間の禁
酒についての保健指導が行われる
よう促すとともに、家族間で共有
し、未然に防ぐことができるよう
促します。

子ども未来推進局子ども
子育て支援課

市町村保健師等を対象に母子保健対策の強化や研修会を通じて知識の
普及を図る。

保健福祉部高齢者支援局
高齢者保健福祉課

・市町村や地域包括支援センター等の相談対応窓口に対するリーフ
レット類の設置等による啓発や、健康教育等の実施体制の促進につい
て検討。

北海道医師会 依頼に基づき、協力を検討いたします。

（１）
教育、
広報等
による
普及啓
発の推

進

・市町村と連携し、高齢者に対
し、過度な飲酒が自分自身の健康
問題を引き起こすリスクになるこ
とを説明し、節度ある適度な飲酒
を心がけるよう促します。

・20歳未満の者や大学生などの若
い世代に対して、飲めない体質や
飲酒のリスク等アルコール健康障
害に関する啓発資料の作成、配布
や自助グループの当事者等を講師
とした学習機会等を通じて、アル
コール健康障害に対する正しい知
識の普及啓発を図ります。
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 具体的な取組 主な実施主体 今年度の評価 第２期評価を踏まえた

今後の取組（予定）

年次ごとの取組内容

北海道精神神経科診療所
協会

日々の臨床において、うつ病や逸脱行為の背景に潜むアルコール問題
の早期発見に努める。

北海道臨床心理士会
本会は多領域にまたがった職域を担っているため、医療、福祉、教
育、司法等の分野の横断的な問題と位置づけ、道民への啓発活動に取
り組む

北海道精神保健福祉士協
会

会員個々の活動地域の自治体との連携

北海道精神保健協会
　機関誌「心の健康」に適宜掲載するとともに、15地方協会の普及・
啓発事業と連携して取り組んでいく。

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

高齢者支援にも携わっている会員が複数いるため、各々の現場で必
要・適切な対応を行う。

札幌こころのセンター

・市民や家族を対象にした「お酒と健康を考える市民フォーラム」や
「家族セミナー」を自助グループと共催等により実施し、アルコール
健康障害に対する正しい知識の普及啓発を図る。
・札幌市依存症相談窓口や専門医療機関についての普及周知チラシを
関係機関等へ配布し、普及啓発を図る。

北海道作業療法士会 会員作業療法士への啓発を通した地域高齢者への知識普及

保健福祉部健康安全局
地域保健課

特定健診保健指導従事者に対する研修会や各種会議における適正飲酒
の情報提供

北海道医師会 ・依頼に基づき、協力を検討いたします。

北海道産業保健総合支援
センター

産業医研修会の開催
事業主セミナーの開催

保健福祉部福祉局障がい
者保健福祉課

道庁１階のホール等を活用して、普及啓発活動を実施。
アルコール関連問題啓発週間ポスターを関係機関に配布し啓発を依頼
する。

子ども未来推進局子ども
子育て支援課

担当課から送付されたアルコール関連問題啓発ポスターについて課内
掲示を行う。

環境生活部くらし安全局
道民生活課青少年係

20歳未満の飲酒が発達段階にある体の成長に様々な影響をもたらすと
ともに、これらの行為が非行や犯罪への第一歩ともなることから、早
い段階での適切な対策に努める。

道立保健所
アルコール関連問題啓発ポスターの掲示や保健所のホームページ、地
域の新聞等へアルコ－ル関連問題や相談先を掲載し周知する。

○依存症に対する誤解や偏見の解消に向けた正しい知識・理解の啓発の推進

（１）
教育、
広報等
による
普及啓
発の推

進

・アルコール関連問題啓発週間
（11月10日～16日）において、
自助グループや各種団体等を通じ
て、20歳未満の者、若い世代、妊
産婦、女性、高齢者など特有の影
響に留意すべき者の飲酒に伴うリ
スクや適度な飲酒に関する正しい
知識、アルコール依存症の初期症
状等について普及啓発を図りま
す。

・特定健診・特定保健指導の実施
においては、医療保険者及び産業
医と連携し、飲酒習慣や飲酒量を
確認し、適度な飲酒についての保
健指導が行われるよう促します。

・市町村と連携し、高齢者に対
し、過度な飲酒が自分自身の健康
問題を引き起こすリスクになるこ
とを説明し、節度ある適度な飲酒
を心がけるよう促します。
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 具体的な取組 主な実施主体 今年度の評価 第２期評価を踏まえた

今後の取組（予定）

年次ごとの取組内容

北海道医師会 依頼に基づき、協力を検討いたします。

北海道精神神経科診療所
協会

うつ病や逸脱行為の背景に潜むアルコール問題の早期発見に努め、酒
害教育を実施する。

北海道臨床心理士会
本会は多領域にまたがった職域を担っているため、医療、福祉、教
育、司法等の分野の横断的な問題と位置づけ、道民への啓発活動に取
り組む

北海道精神保健福祉士協
会

幅広い情報提供を行っていく

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

関連行事等に積極的に会員を派遣し、協力・実践を行いたいが、今年
度に関してはコロナウィルスの影響により未定である。

北海道立精神保健福祉セ
ンター

アルコール関連問題の啓発ポスターの掲示やホームページを活用し周
知を図ります。

札幌こころのセンター

啓発週間期間に合わせて、相談窓口や区役所等においての普及周知チ
ラシ・ポスターの掲示・配布、ホームページ、SNS等を利用した情報
発信を行い、市民に対しアルコール健康障害や依存症についての普及
啓発を図る。

北海道作業療法士会 作業療法士養成施設等における啓発活動

北海道産業保健総合支援
センター

ＨP、メールマガジンによる啓発。

北海道アルコール保健医
療と地域ネットワーク研
究会

拠点医療機関と共催にてWEB研修を実施予定。

北海道断酒連合会 街頭啓発活動を実施（予定）

札幌マック
病気の進行のプロセスと人間的変容、依存症者は何を病むのかを自身
をモデルとして説明。

札幌マック女性共同作業
所

病気の進行のプロセスと人間的変容、依存症者は何を病むのかを自身
をモデルとして説明。

保健福祉部福祉局障がい
者保健福祉課

普及啓発セミナーを実施し、依存症の理解を深める（R3.11.27　Web
開催予定）

保健福祉部高齢者支援局
高齢者保健福祉課

・地域包括支援センター等を対象としたリーフレット類の配布等によ
る普及啓発活動の展開を検討。

（１）
教育、
広報等
による
普及啓
発の推

進

・アルコール依存症は、飲酒をし
ていれば、誰でもなる可能性があ
ること、飲酒をコントロールでき
なくなる精神疾患であること、家
族等周囲にも影響を及ぼすこと、
及び治療や断酒に向けた支援を行
うことにより十分回復しうるこ
と、について普及啓発を図りま
す。

・アルコール関連問題啓発週間
（11月10日～16日）において、
自助グループや各種団体等を通じ
て、20歳未満の者、若い世代、妊
産婦、女性、高齢者など特有の影
響に留意すべき者の飲酒に伴うリ
スクや適度な飲酒に関する正しい
知識、アルコール依存症の初期症
状等について普及啓発を図りま
す。
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 具体的な取組 主な実施主体 今年度の評価 第２期評価を踏まえた

今後の取組（予定）

年次ごとの取組内容

北海道医師会 ・依頼に基づき、協力を検討いたします。

北海道精神神経科診療所
協会

勉強会等については、コロナ禍であるため、今年度は見通しがたって
いない。

北海道薬剤師会
第５回薬物乱用防止キャンペーンin北海道において、アルコールの注
意点についての啓発方法を検討する予定である。

北海道臨床心理士会
本会は多領域にまたがった職域を担っているため、医療、福祉、教
育、司法等の分野の横断的な問題と位置づけ、道民への啓発活動に取
り組む

北海道精神保健福祉士協
会

関係機関との連携を図りながら、普及啓発に協力をしていく

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

関係機関に所属する会員が逐次、必要適切な相談支援を通じて行う。

札幌こころのセンター

・市民や家族を対象にした「お酒と健康を考える市民フォーラム」や
「家族セミナー」を自助グループと共催等により実施し、アルコール
健康障害に対する正しい知識の普及啓発を図る。
・札幌市依存症相談窓口と専門医療機関についての普及周知チラシ、
ホームページ、SNS等を利用し市民に対しアルコール健康障害や依存
症についての普及啓発を図る。

依存症治療拠点機関 家族向けのパンフレットを作製予定

北海道産業保健総合支援
センター

ＨP、メールマガジンによる啓発。

北海道大学大学院医学研
究院神経病態学分野精神
医学教室

医学部4年目学生を対象に、精神医学の講義の一環として、アルコー
ル依存症を取り上げ、疫学・病態・症状・治療・予防について教育す
る。

札幌医科大学医学部神経
精神医学講座

臨床場面において、飲酒に伴う問題を有する場合等に、当事者や家族
等に対して適宜必要な説明を行い、アルコール依存症やその治療等に
関する知識の普及啓発を行う。

北海道断酒連合会 依頼に応じて当事者による体験談等を実施

札幌マック
依存症からの回復のプログラム、そのプログラムを使った回復のプロ
セスを、具体的な行動で示す。

札幌マック女性共同作業
所

依存症からの回復のプログラム、そのプログラムを使った回復のプロ
セスを、具体的な行動で示す。

（１）
教育、
広報等
による
普及啓
発の推

進

・アルコール依存症は、飲酒をし
ていれば、誰でもなる可能性があ
ること、飲酒をコントロールでき
なくなる精神疾患であること、家
族等周囲にも影響を及ぼすこと、
及び治療や断酒に向けた支援を行
うことにより十分回復しうるこ
と、について普及啓発を図りま
す。
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 具体的な取組 主な実施主体 今年度の評価 第２期評価を踏まえた

今後の取組（予定）

年次ごとの取組内容

道立保健所
自助グループの活動を把握し情報共有を図るとともに、相談支援にお
いて自助グループ活動の周知、情報提供を行うなど連携を図る。

北海道医師会 ・依頼に基づき、協力を検討いたします。

北海道精神神経科診療所
協会

勉強会等については、コロナ禍であるため、今年度は見通しがたって
いない。

北海道臨床心理士会
本会は多領域にまたがった職域を担っているため、医療、福祉、教
育、司法等の分野の横断的な問題と位置づけ、道民への啓発活動に取
り組む

北海道精神保健福祉士協
会

自助グループとの連携・支援

北海道医療ソーシャル
ワーカー協会

・依存症リカバリーソーシャルワークチームの活動
・専門職の相談窓口、専門治療先の窓口の公開

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

今年度の開催があればアディクションフォーラムや各種セミナー等へ
の参加・協力を通じて普及啓発に寄与するとともに会員間での情報共
有を行う。

北海道立精神保健福祉セ
ンター

全道域で活動する精神保健福祉団体に対する支援協力及びアディク
ションフォーラムの運営に対して助言します。

札幌こころのセンター

市民や家族を対象にした「お酒と健康を考える市民フォーラム」や
「家族セミナー」を自助グループと共催等により実施し、アルコール
健康障害に対する正しい知識や自助グループについての普及啓発を図
る。

依存症治療拠点機関
依存症支援者研修会の中で、当事者に体験談を話してもらう場などを
設ける予定

札幌医科大学医学部神経
精神医学講座

講座主催の勉強会に自助グループのメンバーを招くなどして、当事者
の体験談や自助グループ活動の紹介をしていただく機会を持てるよう
に努める。

北海道断酒連合会 依頼に応じて当事者による体験談等を実施

札幌マック
自助グループの治療的効果、永続的な必要性を、経験的知識をもって
伝える。

札幌マック女性共同作業
所

自助グループの治療的効果、永続的な必要性を、経験的知識をもって
伝える。

（１）
教育、
広報等
による
普及啓
発の推

進

・アルコール依存症に関する正し
い知識と理解の促進について、自
助グループと連携し、当事者の体
験談や講演、活動の紹介を行うな
ど効果的な知識の普及につながる
よう各種機会を通じて普及啓発を
図ります。
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 具体的な取組 主な実施主体 今年度の評価 第２期評価を踏まえた

今後の取組（予定）

年次ごとの取組内容

保健福祉部福祉局障がい
者保健福祉課

広報誌やホームページにおいて、飲酒による影響等について普及啓発
を行う。

道立保健所 ホームページ等により飲酒による影響等について普及啓発を行う。

北海道医師会 ・依頼に基づき、協力を検討いたします。

北海道精神神経科診療所
協会

飲酒問題についてのパンフレットなどを用いてわかりやすい指導に努
める。

北海道薬剤師会
本会ホームページにおいて健康づくりのお手伝いページにアルコール
を含め健康に関する情報を掲載している。

北海道臨床心理士会
本会は多領域にまたがった職域を担っているため、医療、福祉、教
育、司法等の分野の横断的な問題と位置づけ、道民への啓発活動に取
り組む

北海道精神保健福祉士協
会

ホームページの活用や会員向け機関誌等での情報発信が可能なため、
随時対応（関係機関からの情報提供も掲載可能）

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

協会本部ホームページにて対応する。

札幌こころのセンター
札幌市依存症相談窓口と専門医療機関についての普及周知チラシ、
ホームページ、SNS等を利用し市民に対しアルコール健康障害や依存
症についての普及啓発を図る。

北海道産業保健総合支援
センター

ＨP、メールマガジンによる啓発。

保健福祉部福祉局障がい
者保健福祉課

広報誌やホームページにおいて、飲酒による影響等について普及啓発
を行う。

保健福祉部高齢者支援局
高齢者保健福祉課

・市町村や地域包括支援センター等が、リーフレット類の媒体を活用
するなどした啓発活動の展開について検討。

道立保健所 ホームページ等により飲酒による影響等について普及啓発を行う。

北海道医師会 ・依頼に基づき、協力を検討いたします。

北海道精神神経科診療所
協会

テキストやパンフレットを用いて理解しやすい指導に努める。

・がんや循環器疾患をはじめとす
る生活習慣病や睡眠に及ぼす飲酒
の影響やその他のアルコール関連
問題に関する情報をホームページ
等の周知ツールを用いて、職域・
地域を含む社会全体に対し周知し
ます。

・アルコール健康障害に関連して
生ずる飲酒運転、暴力、虐待、自
殺等の防止に資するため、飲酒が
身体運動機能や認知機能に及ぼす
影響や、飲酒の結果、理性の働き
が抑えられること等の正しい知識
の普及に取り組みます。

（１）
教育、
広報等
による
普及啓
発の推

進
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 具体的な取組 主な実施主体 今年度の評価 第２期評価を踏まえた

今後の取組（予定）

年次ごとの取組内容

北海道薬剤師会
第５回薬物乱用防止キャンペーンin北海道において、アルコールの注
意点についての啓発方法を検討する予定である。

北海道臨床心理士会
本会は多領域にまたがった職域を担っているため、医療、福祉、教
育、司法等の分野の横断的な問題と位置づけ、道民への啓発活動に取
り組む

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

会員が所属機関にて相談支援業務の中で実践するとともに依頼があっ
た際には講演・講義などで周知していく。特に飲酒運転防止に関して
は飲酒運転防止インストラクターとして活動している会員が担当す
る。

札幌こころのセンター

・市民や家族を対象にした「お酒と健康を考える市民フォーラム」や
「家族セミナー」を自助グループと共催等により実施し、アルコール
健康障害や依存症に対する正しい知識の普及啓発を図る。
・札幌市依存症相談窓口と専門医療機関についての普及周知チラシ、
ホームページ、SNS等を利用し市民に対しアルコール健康障害や依存
症についての普及啓発を図る。

北海道産業保健総合支援
センター

事業主、産業保健スタッフ向けセミナー開催、産業医研修会開催

札幌医科大学医学部神経
精神医学講座

アルコール健康障害に関連する問題について、医学部における精神医
学の講義や臨床実習において取り上げ、正しい知識の普及をはかる。

北海道教育委員会
小・中学校の学習指導要領（体育・保健体育）を基に体育・保健体
育・保健授業で児童・生徒に指導

北海道断酒連合会 講演会やセミナーなどを実施（予定）

札幌マック
経験談を交えて、飲酒が引き起こす人間的変容と依存症の症状として
の暴力や虐待の出現を伝える。

札幌マック女性共同作業
所

経験談を交えて、飲酒が引き起こす人間的変容と依存症の症状として
の暴力や虐待の出現を伝える。

・風俗営業管理者等に対し、管理
者講習等を通じて20歳未満の者へ
の酒類提供の禁止の周知を徹底し
ます。

北海道警察本部生活安全
部保安課

風俗営業等管理者に対し、管理者講習等を通じて未成年者への酒類提
供の禁止の周知を徹底した。

・風俗営業を営む者による営業所
での20歳未満の者への酒類販売・
供与について、指導・取締りを強
化します。

北海道警察本部生活安全
部保安課

風俗営業等を営む者による営業所での未成年者への酒類提供・供与に
ついて指導・取締りを強化した。

・酒類を飲用等した少年の補導の
強化とその後の指導等を行いま
す。

北海道警察本部生活安全
部少年課

北海道警察少年警察活動規程に基づく街頭補導活動の実施

北海道警察本部生活安全
部少年課

学校の非行防止教室や街頭啓発等による成年者の飲酒に係る注意喚起
の実施

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

未成年の飲酒を単なる非行ととらえず、潜在する家庭の問題等の危機
的な状態の発露と考え,介入の糸口としたいがコロナウィルスの影響に
より今年度の具体的な活動は未定である。

・20歳未満の者及びその家族へ不
適切な飲酒を誘引しない啓発活動
として、市町村及び酒類関係事業
者等と連携し「未成年者飲酒防
止・飲酒運転撲滅キャンペーン」
を実施します。

（２）
不適切
な飲酒
の誘引
の防止

○20歳未満の者への販売禁止、酒類提供禁止の周知徹底

・アルコール健康障害に関連して
生ずる飲酒運転、暴力、虐待、自
殺等の防止に資するため、飲酒が
身体運動機能や認知機能に及ぼす
影響や、飲酒の結果、理性の働き
が抑えられること等の正しい知識
の普及に取り組みます。

（１）
教育、
広報等
による
普及啓
発の推

進
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 具体的な取組 主な実施主体 今年度の評価 第２期評価を踏まえた

今後の取組（予定）

年次ごとの取組内容

北海道小売酒販組合連合
会 「２０歳未満飲酒防止・飲酒運転撲滅キャンペーン」についてはコロ

ナウイルス感染拡大状況を勘案しつつ全道で実施したいと考えている

・20歳未満の者及びその家族へ不
適切な飲酒を誘引しない啓発活動
として、市町村及び酒類関係事業
者等と連携し「未成年者飲酒防
止・飲酒運転撲滅キャンペーン」
を実施します。

（２）
不適切
な飲酒
の誘引
の防止
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R3 R4 R5 R6 R7

保健福祉部健康安全局
地域保健課

特定健診保健指導従事者に対する研修会での適正飲酒の情報提供

北海道産業保健総合支援
センター

地域産業保健センターの登録産業医、保健師に周知を図る。

保健福祉部高齢者支援局
課高齢者保健福祉課

・連携体制の構築を図っていく際に、地域包括支援センターの参画を
促進できるよう情報提供等を実施。

北海道医師会 ・依頼に基づき、協力を検討いたします。

北海道精神神経科診療所
協会

コロナ禍において、連続飲酒に陥る人、身体・認知機能の低下を来し
ている人について特に留意し、自助グループや多機関と連携して診て
いく

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

会員は高齢者を対象に含む相談支援業務に従事しており、関係機関と
緊密な連携を図ることで潜在する飲酒関連問題に積極的に関与する。

札幌こころのセンター
支援に携わる専門職等を対象に早期介入・早期治療・支援方法・連携
について研修を、依存症治療拠点機関等へ委託して実施する。

依存症治療拠点機関
札幌市で地域包括支援センターへの講義と、連携した事例検討会の実
施を予定

北海道作業療法士会
専門医療機関における作業療法介入の他、会員作業療法士への啓発を
通して地域連携の準備性を高める。

北海道アルコール保健医
療と地域ネットワーク研
究会

精神保健福祉専門職を対象にアルコール等の依存症に関するWEB研修
を3～4回実施する予定。

保健福祉部健康安全局
地域保健課

特定健診保健指導従事者に対する研修会での適正飲酒の情報提供

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

普及啓発から回復支援まで広範囲に課題を設定して研修会などを行っ
ているが今年度はコロナウィルスの影響により未定である。

北海道立精神保健福祉セ
ンター

相談援助技術研修依存症研修を開催し、アルコール依存症についての
知識を深め支援できる人材を育成します。

施策 具体的な取組

○健康診断や保健指導等を機会とした早期介入・早期治療

二次予防（進行予防）

第２期評価を踏まえた
今後の取組（予定）

主な実施主体 今年度の評価

【重点目標】アルコール健康障害に関する予防及び相談から治療、回復支援に至る切れ目のない支援体制を整備します。

・健康診断や保健指導等において
は、医療保険者及び産業医等と連
携し、「標準的な健診・保健指導
プログラム【平成30年度版】に定
められたアルコール使用障害スク
リーニング（AUDIT）を実施し、
アルコール依存症が疑われる者に
は、アルコール依存症の治療を行
う医療機関への受診につなげる必
要性があることを健康診断や保健
指導に従事する者に周知します。

・市町村及び依存症専門医療機関
と連携し、市町村保健師や地域包
括支援センターによる高齢者支援
における早期介入・早期治療につ
なげられるよう連携体制の構築を
図ります。

○早期介入できる人材の育成と支援機関の連携

年次ごとの取組内容

・健康診断や保健指導に従事する
者が、問題飲酒はあるがアルコー
ル依存症までには至っていないと
判断された者に対し、適切な減酒
支援等を実施できるよう、国の研
究成果を踏まえ、研修会を通じて
人材育成を行います。

（１）
健康診
断及び
保健指

導
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 具体的な取組 第２期評価を踏まえた

今後の取組（予定）
主な実施主体 今年度の評価

年次ごとの取組内容

札幌こころのセンター
支援に携わる専門職等を対象に早期介入・早期治療・支援方法・連携
についての研修を、依存症治療拠点機関等へ委託して実施する。

北海道立精神保健福祉セ
ンター

北海道立精神保健福祉センター依存症対策連携会議を開催し、関係機
関と連携を図ります。

札幌こころのセンター
「札幌市依存症対策総合支援連携会議」を開催し、医療機関、相談機
関、地域で支援を行う機関・団体・グループとの情報交換・連携を図
る。

依存症治療拠点機関 精神保健福祉センターでの依存症研修での講義を予定

北海道断酒連合会 例会や研修会などを実施（予定）

札幌マック
減酒や節酒に対しての支援は行っていません。アルコール依存症と診
断された者以外は対象外です。

札幌マック女性共同作業
所

減酒や節酒に対しての支援は行っていまません。アルコール依存症と
診断された者以外は対象外です。

・アルコール健康障害に関する産
業保健スタッフ等への研修や人事
労務担当者等を対象とした事業者
向けセミナーの充実を図ります。

北海道産業保健総合支援
センター

事業主、産業保健スタッフ等向けセミナーの開催。

依存症治療拠点機関 専門医療機関会議を定期的に実施し情報共有する

北海道精神神経科診療所
協会

オンライン勉強会の情報の共有、院内勉強会等を通し、スキルアップ
を目指す。

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

会員は各自、所属機関における実践を通じて専門性の向上を図るとと
もに、当会主催の物に限らず、積極的に研修に参加する。

札幌こころのセンター
「札幌市依存症対策総合支援連携会議」等において、専門医療機関間
の情報交換や連携を図る。

○専門医療機関及び治療拠点機関の整備

・道が定めた選定基準によるアル
コール健康障害の治療及び医療連
携の拠点となる専門医療機関及び
治療拠点機関の質の向上に向けて
取組を進めます。

（２）
医療の
充実等

○職域における対応の促進

・アルコール依存症をはじめアル
コール健康障害が疑われる者に対
して、減酒や断酒に向けた支援を
行うため、精神保健福祉センター
や保健所、専門医療機関、自助グ
ループ等の連携づくりを進めま
す。

・健康診断や保健指導に従事する
者が、問題飲酒はあるがアルコー
ル依存症までには至っていないと
判断された者に対し、適切な減酒
支援等を実施できるよう、国の研
究成果を踏まえ、研修会を通じて
人材育成を行います。
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 具体的な取組 第２期評価を踏まえた

今後の取組（予定）
主な実施主体 今年度の評価

年次ごとの取組内容

道立精神保健福祉セン
ター

かかりつけ医等うつ病対応力向上研修を開催し、内科等のかかりつけ
医がアルコール健康障害についての理解を深める機会とします。

北海道医師会 ・依頼に基づき、協力を検討いたします。

北海道精神神経科診療所
協会

オンライン勉強会の情報の共有、院内勉強会等を通し、スキルアップ
を目指す。

札幌こころのセンター
支援に携わる専門職等を対象に早期介入・早期治療・支援方法・連携
についての研修を、依存症治療拠点機関等へ委託して実施する。
その他、国・道が実施する支援者向けの研修の開催に協力する。

依存症治療拠点機関 内科医とつながりをもち、連携の仕方を模索する

北海道アルコール保健医
療と地域ネットワーク研
究会

精神保健福祉専門職を対象にアルコール等の依存症に関するWEB研修
を3～4回実施する予定。

北海道産業保健総合支援
センター

産業医研修会の開催。

保健福祉部福祉局障がい
者保健福祉課

アルコール関連問題啓発週間の機会などに、関係医療機関に対し普及
啓発を行うことについて検討する。

依存症治療拠点機関
内科医をはじめとした身体科と連携を取る中でアルコール健康障害に
対する普及啓 発を行なう。可能であれば実態調査を行い、今後の連携
に生かしていく。

北海道医師会 ･依頼に基づき、協力を検討いたします。

北海道臨床心理士会

医療保健領域における本会会員の活動を調査し、医療保健現場におい
て効果的な集団精神療法等を行えるようにする。またアルコール依存
症をはじめとする様々な依存症は、対人コミュニケーションの困難さ
を抱えているとともに、何らかのトラウマと関連していることもあ
り、こうした対人コミュニケーションの改善ならびに心的外傷へのア
プローチを行う

北海道精神保健福祉士協
会

研修の機会を提供（研修情報の提供を含む）

北海道医療ソーシャル
ワーカー協会

・精神科病院と救急病院の地域連携部門、相談部門の連携強化と課題
共有の場の設定

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

ソーシャルワーカーに対象を限定せず、職種不問で多職種間の相互理
解や情報共有などを目指し、その交流を通じて人材の育成を図ってい
くが、コロナウィルスの影響により今年度の開催は未定である。

札幌こころのセンター
支援に携わる専門職等を対象に早期介入・早期治療・支援方法・連携
についての研修を、依存症治療拠点機関等へ委託して実施する。
その他、国・道が実施する支援者向けの研修の開催に協力する。

・内科、産婦人科をはじめとする
関係診療科の医療従事者に対し、
依存症、生活習慣病、女性の飲酒
の影響等、アルコール健康障害に
関する知識、家族への支援や自助
グループ等との連携の重要性につ
いて周知を図ります。

（２）
医療の
充実等

・アルコール健康障害に係る治療
やリハビリテーション、相談に関
わる作業療法士やソーシャルワー
カー、心理職などの医療従事者の
人材育成を図ります。

○アルコール健康障害に係る医療の質の向上

・アルコール依存症が疑われる者
を適切な治療に結びつけるため、
内科等のかかりつけ医や産業医等
に対して、早期介入の手法を含む
アルコール依存症等の研修を実施
します。
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 具体的な取組 第２期評価を踏まえた

今後の取組（予定）
主な実施主体 今年度の評価

年次ごとの取組内容

依存症治療拠点機関
依存症支援者研修会の実施し周知を図ると共に、啓発研修会を実施す
る。
各職種の勉強会に協力する。

北海道作業療法士会
養成施設における基礎教育での教育・啓発、および会員作業療法士へ
の研修機会を通して人材育成をはかる。

北海道大学大学院医学研
究院神経病態学分野精神
医学教室

アルコール依存症を合併する種々の精神障害患者の治療を通して、多
職種の人材育成に寄与する。

札幌医科大学医学部神経
精神医学講座

作業療法士やソーシャルワーカー、心理職等が参加する当講座での勉
強会等において、アルコール健康障害に関する問題を取り上げる。

北海道アルコール保健医
療と地域ネットワーク研
究会

精神保健福祉専門職を対象にアルコール等の依存症に関するWEB研修
を3～4回実施する予定。

北海道医師会 ・依頼に基づき、協力を検討いたします。

北海道精神神経科診療所
協会

ケア会議等を通して、地域連携、病診連携を続ける。

北海道臨床心理士会

医療保健領域における本会会員の活動を調査し、医療保健現場におい
て効果的な集団精神療法等を行えるようにする。またアルコール依存
症をはじめとする様々な依存症は、対人コミュニケーションの困難さ
を抱えているとともに、何らかのトラウマと関連していることもあ
り、こうした対人コミュニケーションの改善ならびに心的外傷へのア
プローチを行う

北海道精神保健福祉士協
会

随時対応

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

会員は専門医療機関を含めた医療機関や回復支援施設に所属してお
り、通常の業務において関係機関と緊密な連携を図る。

北海道立精神保健福祉セ
ンター

かかりつけ医等うつ病対応力向上研修を開催し、内科等のかかりつけ
医がアルコール健康障害についての理解を深める機会とし、連携強化
を図ります。

札幌こころのセンター
支援に携わる専門職等を対象に早期介入・早期治療・支援方法・連携
についての研修を、依存症治療拠点機関等へ委託して実施する。
その他、国・道が実施する支援者向けの研修の開催に協力する。

依存症治療拠点機関
内科医とつながりをもち、連携の仕方を模索したり、SBIRTS研修へ協
力する。

北海道作業療法士会
専門医療機関での作業療法介入のほか、身体科、介護保険領域、障害
福祉サービス領域等の作業療法士へ研修機会を提供し、連携の準備性
を高める。

北海道大学大学院医学研
究院神経病態学分野精神
医学教室

アルコール依存症患者の治療を通じて、専門治療機関との連携を強化
する。

（２）
医療の
充実等

・アルコール健康障害に係る治療
やリハビリテーション、相談に関
わる作業療法士やソーシャルワー
カー、心理職などの医療従事者の
人材育成を図ります。

・専門医療機関及び治療拠点機関
を中心に、内科等のかかりつけ医
や産業医、アルコール健康障害の
治療を実施していない精神科医療
機関、民間団体等の関係機関との
連携強化を図ります。

○医療連携の推進
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 具体的な取組 第２期評価を踏まえた

今後の取組（予定）
主な実施主体 今年度の評価

年次ごとの取組内容

北海道アルコール保健医
療と地域ネットワーク研
究会

精神保健福祉専門職を対象にアルコール等の依存症に関するWEB研修
を3～4回実施する予定。

北海道断酒連合会 研修会などの行事において専門医を招いて講演を実施（予定）

札幌マック
関係機関よりの問い合わせに際し、施設の概要を説明し、要請があれ
ば面談等を実施し、受け入れの可否を回答。

札幌マック女性共同作業
所

関係機関よりの問い合わせに際し、施設の概要を説明し、要請があれ
ば面談等を実施し、受け入れの可否を回答。

北海道医師会 ・依頼に基づき、協力を検討いたします。

北海道精神神経科診療所
協会

ケア会議等を通して、地域連携、病診連携を続ける。

北海道臨床心理士会

医療保健領域における本会会員の活動を調査し、医療保健現場におい
て効果的な集団精神療法等を行えるようにする。またアルコール依存
症をはじめとする様々な依存症は、対人コミュニケーションの困難さ
を抱えているとともに、何らかのトラウマと関連していることもあ
り、こうした対人コミュニケーションの改善ならびに心的外傷へのア
プローチを行う

北海道精神保健福祉士協
会

求めに応じて連携・協力

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

医療機関に所属する会員は内科等から紹介された患者の相談に応じ
て、適切な治療プログラムへの導入に努め、自助グループや回復者施
設への紹介も一貫して行う。

北海道立精神保健福祉セ
ンター

かかりつけ医等うつ病対応力向上研修を開催し、内科等のかかりつけ
医がアルコール依存症についての理解を深める機会とし、連携強化を
図ります。

札幌こころのセンター
「札幌市依存症対策総合支援連携会議」等において、一般医療、専門
医療機関、相談拠点、自助グループ等の連携について検討・協議を行
い連携体制構築に向けた準備を行う。

依存症治療拠点機関
内科医とつながりをもち、連携の仕方を模索したり、SBIRTS研修へ協
力する。

北海道作業療法士会
まずは会員作業療法士への研修・啓発機会の提供により連携の準備性
を高める。

北海道産業保健総合支援
センター

依存症に係る相談窓口の周知。

北海道大学大学院医学研
究院神経病態学分野精神
医学教室

アルコール依存症患者の治療を通じて、自助グループ等の種々の社会
資源との連携を強化する。

（２）
医療の
充実等

・専門医療機関及び治療拠点機関
を中心に、内科等のかかりつけ医
や産業医、アルコール健康障害の
治療を実施していない精神科医療
機関、民間団体等の関係機関との
連携強化を図ります。

・内科・救急等の一般医療、総合
病院、専門医療機関、相談拠点、
自助グループ等の関係機関の連携
体制（SBIRTS）の構築を推進しま
す。
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 具体的な取組 第２期評価を踏まえた

今後の取組（予定）
主な実施主体 今年度の評価

年次ごとの取組内容

北海道断酒連合会 研修会や市民公開セミナーなどを実施（予定）

札幌マック
自助グループへの積極的参加を促します。連携に関しては要請には随
時応じて行きます。

札幌マック女性共同作業
所

自助グループへの積極的参加を促します。連携に関しては要請には随
時応じて行きます。

・飲酒運転違反者に対する取消処
分者講習等において、アルコール
使用障害スクリーニング
（AUDIT）を実施し、その評価結
果から、必要に応じて減酒支援
（ブリーフインターベンション）
を行い、アルコール依存症が疑わ
れる者に対しては、専門医療機関
への受診や相談拠点への相談を促
します。

北海道警察本部交通部交
通企画課

取消処分者講習において、飲酒運転違反者に対して実施予定。

保健福祉部福祉局障がい
者保健福祉課

保健指導を勧奨する文書を作成し、道警交通企画課に送付。

道立保健所 違反者のうち、相談があった者へ保健指導を実施。

環境生活部くらし安全局
道民生活課交通安全担当

飲酒運転根絶啓発チラシによるアルコール健康障害に関する相談支援
や保健指導につなげる啓発を実施

札幌こころのセンター
「北海道飲酒運転根絶に関する条例」に伴って相談勧奨に応じた者に
対し、保健指導を実施する。

保護観察所

保護観察付執行猶予判決を言い渡した裁判所の意見や，仮釈放を許可
した地方更生保護委員会の決定に基づく特別遵守事項としての「飲酒
運転防止プログラム」を実施する。また，個々の事件について嗜癖領
域・アルコール（類型別処遇）が認定された場合は，アルコールによ
る問題行動が意思の力でコントロールすることが困難であることか
ら，対象者の再犯等を予防するために，対象者やその家族に対して，
問題行動の改善について長期的・継続的にかかわっていくことが重要
であることを説明しつつ，特に医療機関，保健機関，民間支援団体の
協力や支援を得られるよう積極的に働きかけていく。

札幌マック
病気の症状としての飲酒運転に関する説明をします。各機関の要請に
は随時対応します。

札幌マック女性共同作業
所

病気の症状としての飲酒運転に関する説明をします。各機関の要請に
は随時対応します。

（２）
医療の
充実等

（３）
飲酒運
転等を
した者
に対す
る指導

等

・内科・救急等の一般医療、総合
病院、専門医療機関、相談拠点、
自助グループ等の関係機関の連携
体制（SBIRTS）の構築を推進しま
す。

・飲酒運転事犯者に対しては、刑
事施設や保護観察所における指導
等を行う際に、相談機関の紹介や
自助グループ等の支援活動、医療
機関等の専門治療につなげる取組
を推進します。

・飲酒運転で検挙された道内居住
の違反者に対して送付する「行政
処分関係書類」に保健指導を勧奨
する文書を同封し、保健指導を実
施します。

○飲酒運転等をした者に対する指導等
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 具体的な取組 第２期評価を踏まえた

今後の取組（予定）
主な実施主体 今年度の評価

年次ごとの取組内容

道立保健所
アルコール依存症等の背景をアセスメントしながら、対象者の相談支
援に対応する。

北海道精神保健福祉士協
会

随時対応。同時に、対応が可能な専門的力量の育成のため、研修の機
会を提供（研修情報の提供を含め）

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

会員は多様な相談から飲酒関連問題の存在を把握し、関係機関や会員
相互の連携を通じて適切な支援の提供に努める。

北海道立精神保健福祉セ
ンター

心の電話や来所相談等を行い、自殺を考えている方やアルコール依存
症等を疑われる方やご家族を支援します。

札幌こころのセンター
「札幌市依存症相談窓口」における相談において、地域の関係機関と
適宜連携・協働して支援を実施する。

保健福祉部高齢者支援局
課高齢者保健福祉課

・市町村が開催する地域ケア会議において、不適切飲酒やアルコール
依存症等の問題がある場合、対応について検討できるよう関係機関と
連携した支援を実施。

保健福祉部子ども未来推
進局子ども子育て支援課

市町村が開催する要保護児童対策地域協議会等において、不適切飲酒
やアルコール依存症等の問題がある場合、対応について検討できるよ
う関係機関と連携した支援を実施。

道立保健所
必要に応じ、市町村等が開催する地域ケア会議や要対協に参加し、関
係機関との連携の上、支援を実施。

北海道精神保健福祉士協
会

随時対応

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

会員は所属機関における業務で関係会議・協議会等に参加し、意見を
述べると共に情報を共有・検討してフィードバックする。

北海道立精神保健福祉セ
ンター

必要時、保健所等への技術支援を通して対応について助言をします。

札幌こころのセンター
当センターが参加するケア会議・支援会議において、飲酒問題や依存
症の可能性のある事例については、関係機関と適宜連携・協働して支
援を行う。

北海道中央児童相談所
虐待予防や養育支援、近年注目のヤングケアラー対策として、アル
コール課題のある保護者への働きかけ等、要対協機能を基軸に関係機
関と連携し実施する。

○暴力・虐待・自殺未遂等をした者に対する指導等

・暴力・虐待、酩酊による事故を
起こした者や自殺未遂者につい
て、アルコール依存症等が疑われ
る場合には、精神保健福祉セン
ター・保健所等を中心として地域
の関係機関が連携し、本人やその
家族を、アルコール関連問題の相
談や自助グループ等の行う節酒・
断酒に向けた支援、専門医療機関
等における治療につなぐための取
組を推進します。

（３）
飲酒運
転等を
した者
に対す
る指導

等

・保健所、市町村等が開催する地
域ケア会議や要保護児童対策地域
協議会等の事例検討においては、
暴力、虐待等の問題がある場合、
不適切な飲酒の有無やアルコール
依存症への対応についても検討
し、必要に応じて関係機関と連携
し支援を行います。
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 具体的な取組 第２期評価を踏まえた

今後の取組（予定）
主な実施主体 今年度の評価

年次ごとの取組内容

保健福祉部福祉局障がい
者保健福祉課

９月の自殺予防週間、３月の自殺対策強化月間に併せて、アルコール
問題との関係性を周知する。

北海道医師会 ・依頼に基づき、協力を検討いたします。

北海道薬剤師会 自殺対策に関する研修会等への参加を促進している。

北海道臨床心理士会

医療保健領域における本会会員の活動を調査し、医療保健現場において効
果的な集団精神療法等を行えるようにする。またアルコール依存症をはじ
めとする様々な依存症は、対人コミュニケーションの困難さを抱えている
とともに、何らかのトラウマと関連していることもあり、こうした対人コ
ミュニケーションの改善ならびに心的外傷へのアプローチを行う

北海道精神保健福祉士協
会

関係機関との連携を図りつつ、人員の派遣を含めて協働していく

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

従来より、アディクションにおける自殺リスクに関して研鑽を積んで
おり、この視点を含めた相談支援業務を行っている。また、研修会な
どでも取り上げたいと考えているがコロナウィルスの影響により今年
度は未定である。

北海道立精神保健福祉セ
ンター

行政課題研修「自殺対策研修」を開催し、自殺・うつ・アルコール問
題の相互関係性を理解し、総合的な相談対応ができる人材を育成しま
す。

札幌こころのセンター
「札幌市依存症対策総合支援連携会議」等において連携と支援者向け
の研修を通じ、「札幌市依存症相談窓口」等に相談のあった相談者
を、確実に専門医療機関や支援機関へ繋ぐ体制の整備を進める。

北海道作業療法士会
会員作業療法士への研修・啓発機会の提供による自殺問題に関する連
携の準備性を高める。

札幌医科大学医学部神経
精神医学講座

自殺未遂者への対応に関して、アルコール依存症等の問題も含めた相
談対応や再企図防止の対策について、関係の従事者への知識普及に努
める。

道立保健所
地域の相談拠点として、住民や関係機関等からの相談に対応し地域の
社会資源と連携した支援を行う。

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

会員は専門医療医療を含めた医療機関や回復支援施設に所属しており、通常
業務にて関係機関と緊密な連携を図る。

道立精神保健福祉セン
ター

電話相談で困難事例の対応を行います。また、道立保健所からの相談事例の
コンサルテーションを行います。

札幌こころのセンター
「札幌市依存症相談窓口」を札幌市依存症相談拠点に位置付け、本
人・家族からの相談に応じ、必要に応じて医療機関や自助グループな
どへ繋がるための支援を実施する。

北海道断酒連合会 例会や研修会のほか電話による相談を実施（予定）

・アルコール依存症が自殺の危険
因子の一つであることから、アル
コール依存症が疑われる者につい
て、地域の関係機関が連携の上、
必要に応じて精神科医療につなげ
るとともに、北海道自殺対策行動
計画に基づき、その背景にある心
理社会的・経済的要因の視点も踏
まえつつ、精神科医療、保健、福
祉等の各施策の連動性を高め、包
括的な対応を推進します。また、
自殺・うつ・アルコール問題の相
互の関係性を踏まえ、相談機関の
連携体制の整備、総合的な相談対
応ができる人材養成、自殺予防の
啓発や飲酒後の自殺未遂者の再度
の自殺企図の防止等の対策を推進
します。

（４）
相談支

援

（３）
飲酒運
転等を
した者
に対す
る指導

等

・道立精神保健福祉センターを全
道の中心となる相談拠点とし、複
雑又は困難なものに対応する相談
対応を行います。また、保健所を
各地域の相談拠点として位置づ
け、市町村や自助グループ等の関
係団体と連携した相談支援体制を
構築します。

○相談支援体制の構築
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 具体的な取組 第２期評価を踏まえた

今後の取組（予定）
主な実施主体 今年度の評価

年次ごとの取組内容

札幌マック
相談支援機関からの問い合わせに際し、可能な支援を提供します。直
接の相談には、資源として各機関を紹介します。

札幌マック女性共同作業
所

相談支援機関からの問い合わせに際し、可能な支援を提供します。直
接の相談には、資源として各機関を紹介します。

道立保健所
支援対象者の状況に応じ、必要な社会資源を紹介し連携した支援を行
う。

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

会員は専門医療医療を含めた医療機関や回復支援施設に所属してお
り、日頃より、通常業務にて関係機関と緊密な連携を図るとともに、
それぞれの機関においても積極的にプログラムを運営して回復支援を
行う。

道立精神保健福祉セン
ター

来所、電話、メール相談等を通して当事者、家族等に必要な社会資源
を紹介します。

札幌こころのセンター
「札幌市依存症相談窓口」を札幌市依存症相談拠点に位置付け、本
人・家族からの相談に応じ、必要に応じて医療機関や自助グループな
どへ繋がるための支援を実施する。

・保健所による中小企業への普及
啓発や出前講座、保健所主催の
ミーティングの開催等の取組を促
進するなど、地域及び職域での
様々な場面における相談支援を充
実します。

道立保健所 アルコ－ルに関する健康教育の依頼があった際は随時対応する。

北海道医師会 ・依頼に基づき、協力を検討いたします。

北海道臨床心理士会

医療保健領域における本会会員の活動を調査し、医療保健現場において効
果的な集団精神療法等を行えるようにする。またアルコール依存症をはじ
めとする様々な依存症は、対人コミュニケーションの困難さを抱えている
とともに、何らかのトラウマと関連していることもあり、こうした対人コ
ミュニケーションの改善ならびに心的外傷へのアプローチを行う

北海道精神保健福祉士協
会

災害時支援体制を協会として構築している。災害時においては、地元
自治体・関係機関との連携を図りながら、支援を行っていく

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

アディクションが生活問題に多様な影響を及ぼすことに関心を持って
おり、特に災害時やその後のアディクション・自殺等を視点に入れた
研修を開催しているが、今年度はコロナウィルスの影響により開催は
未定である。

北海道立精神保健福祉セ
ンター

胆振東部地震の災害支援として、被災地職員の健康教育を行い、アル
コール健康障害とその予防について知識を広めます。

札幌こころのセンター
新型コロナウイルス感染症の流行に際しては、市民や支援従事者・宿
泊療養者へのこころのケアを実施し、その中で併せて依存症の予防や
相談にも応じ、支援を実施する。

北海道作業療法士会
会員作業療法士への研修・啓発機会の提供により災害時等における連
携の準備性を高める。

札幌医科大学医学部神経
精神医学講座

依存症当事者やそ家族に対して、必要な臨床的支援が得られるように
努める。

（４）
相談支

援

・大規模自然災害、感染症の流行
等の危機に際しても、依存症当事
者やその家庭が回復に向けた取組
を継続できるよう地域の関係機関
と連携し支援を行います。

・道立精神保健福祉センターや保
健所から、適切な医療機関を紹介
するほか、必要に応じて自助グ
ループを紹介するなど、断酒や節
酒に向けた支援を行います。

・道立精神保健福祉センターを全
道の中心となる相談拠点とし、複
雑又は困難なものに対応する相談
対応を行います。また、保健所を
各地域の相談拠点として位置づ
け、市町村や自助グループ等の関
係団体と連携した相談支援体制を
構築します。
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 具体的な取組 第２期評価を踏まえた

今後の取組（予定）
主な実施主体 今年度の評価

年次ごとの取組内容

保健福祉部福祉局障がい
者保健福祉課

手軽にアクセスできるようにQRコードなどを掲載する。関係機関につ
いては、随時、確認し更新を行う。

道立精神保健福祉セン
ター

相談窓口や関係機関を掲載した「アルコール健康障害対策支援機関ア
クセスマップ」を相談者に配布します。

北海道精神保健福祉士協
会

研修の機会の提供（情報提供を含む）

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

研修が開催される場合は聴講、および必要に応じて講師の派遣、その他にお
いて積極的に参加・協力する。

道立精神保健福祉セン
ター

相談援助技術研修「依存症研修」を開催し、支援に係る人材の育成をしま
す。

札幌こころのセンター
支援に携わる専門職等を対象に早期介入・早期治療・支援方法・連携
についての研修を、依存症治療拠点機関等へ委託して実施する。
その他、国・道が実施する支援者向けの研修の開催に協力する。

依存症治療拠点機関
啓発研修の実施
精神保健服新センターなどで行なわれる研修会への協力

（４）
相談支

援

・依存症治療拠点機関、精神保健
福祉センターにおいて、保健所及
びアルコール関連問題に関する関
係機関に対し、従事者の研修、啓
発等を行うことにより、相談支援
を行う者の人材育成、関係機関の
連携体制の強化を図ります。

・相談窓口や関係機関を掲載した
「アルコール健康障害対策支援機
関アクセスマップ」を配布するな
ど、周知啓発活動を行います。

○相談支援従事者の育成
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保健福祉部福祉局障がい
者保健福祉課

広報誌やホームページにおいて、飲酒による影響等について普及啓発
を行う。

道立保健所 ホームページ等により飲酒による影響等について普及啓発を行う。

北海道医師会 ・依頼に基づき、協力を検討いたします。

北海道精神神経科診療所
協会

地域連携の中、アルコール問題を抱える人の見守りを続け、治療中断
者には電話や訪問による声かけを行う。

北海道臨床心理士会
医療保健機関や自助グループとも連携し、引き続き対人コミュニケー
ションならびに心的外傷が認められる人への臨床心理学的アプローチ
に努めていく

北海道精神保健福祉士協
会

随時対応

北海道医療ソーシャル
ワーカー協会

・依存症リカバリーソーシャルワークチームの活動
・専門職の相談窓口、専門治療先の窓口の公開

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

会員は所属機関において回復支援をおもな業務としており、その実践
において社会生活、就労も視野に入れて活動する。

北海道立精神保健福祉セ
ンター

相談援助技術研修依存症研修を開催し、アルコール依存症への理解を
促します。

札幌こころのセンター

・市民や家族を対象にした「お酒と健康を考える市民フォーラム」や
「家族セミナー」を自助グループと共催等により実施し、アルコール
健康障害に対する正しい知識の普及啓発を図る。
・札幌市依存症相談窓口と専門医療機関についての普及周知チラシ、
ホームページ、SNS等を利用し市民に対しアルコール健康障害や依存
症についての普及啓発を図る。

北海道作業療法士会 会員作業療法士への研修・啓発機会の提供

札幌医科大学医学部神経
精神医学講座

アルコール依存症の治療や回復に向けた道筋等について、大学や各種
専門学校等の講義やセミナーにおいて取り上げ、正しい知識の普及に
努める。

施策

（１）
社会復
帰への
支援 ○アルコール依存症からの回復支援

主な実施主体 今年度の評価
年次ごとの取組内容

【重点目標】アルコール健康障害に関する予防及び相談から治療、回復支援に至る切れ目のない支援体制を整備します。

・アルコール依存症は、
治療や回復に向けた支援
を行うことにより回復で
きる病気であり、社会復
帰が可能であること等、
職域を含めた社会全体に
啓発し、アルコール依存
症に対する理解を促しま
す。

第２期評価を踏まえた
今後の取組（予定）

具体的な取組

三次予防（再発予防）
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施策 主な実施主体 今年度の評価

年次ごとの取組内容 第２期評価を踏まえた
今後の取組（予定）

具体的な取組

北海道アルコール保健医
療と地域ネットワーク研
究会

精神保健福祉専門職を対象にアルコール等の依存症に関するWEB研修
を3～4回実施する予定。

北海道アルコール看護研
究会

年2回～３回の精神科専門職対象の研修会を行い、専門知識をつける
ことで、地域における適切なケアや医療における適切な治療につなげ
る。

北海道教育委員会
中学校の学習指導要領（体育・保健体育）を基に体育・保健体育・保
健授業で児童・生徒に指導

北海道断酒連合会 印刷物配布等の広報活動を実施（予定）

札幌マック
セミナーを開催し、関係機関に施設のプログラムの概要を紹介し、当
事者の経験談を提供する。施設見学は随時受け入れる。

札幌マック女性共同作業
所

セミナーを開催し、関係機関に施設のプログラムの概要を紹介し、当
事者の経験談を提供する。施設見学は随時受け入れる。

青十字サマリヤ会

当事者の社会復帰支援として障害者総合支援法に基づく障害福祉サー
ビスとして宿泊型自立訓練及び自立訓練（生活訓練）の事業を提供し
て行く。また、コロナ過の中ではあるが開催可能な状況ならば依存症
からの回復をテーマにサマリヤ館セミナー11月23日かでる２７の大会
議室にて入館者や退館者の回復への体験談を中心に、当事者、家族、
各関係者の方々が参加していただきセミナーを開催したい。

道立保健所
支援対象者の状況に応じ、必要な社会資源を紹介し連携した支援を行
う。

北海道医師会 ・依頼に基づき、協力を検討いたします。

北海道精神神経科診療所
協会

アルコール問題を抱える人を自助グループにつなげ、ミーティングに
参加し続けられるよう支援する。

北海道臨床心理士会
医療保健機関や自助グループとも連携し、引き続き対人コミュニケー
ションならびに心的外傷が認められる人への臨床心理学的アプローチ
に努めていく

北海道精神保健福祉士協
会

自助グループとの連携・自助グループに関する情報提供を行っていく
（情報の更新を含め）

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

会員が回復支援施設にも在籍しており、医療機関所属の会員と緊密な
連携を継続して図る。自助グループ・回復者施設には患者の紹介に限
らず、イベント等で積極的に関与していく。

（１）
社会復
帰への
支援

・自助グループの活動や
回復施設等の取組につい
て関係機関で情報を共有
し、相談者が適切な支援
につながるよう情報提供
を行い、自助グループ及
び回復施設の活用につな
げます。

・アルコール依存症は、
治療や回復に向けた支援
を行うことにより回復で
きる病気であり、社会復
帰が可能であること等、
職域を含めた社会全体に
啓発し、アルコール依存
症に対する理解を促しま
す。
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 主な実施主体 今年度の評価

年次ごとの取組内容 第２期評価を踏まえた
今後の取組（予定）

具体的な取組

北海道立精神保健福祉セ
ンター

北海道精神保健福祉センター依存症連携会議を開催し、関係機関と情
報を共有します。

札幌こころのセンター

・市民や家族を対象にした「お酒と健康を考える市民フォーラム」や
「家族セミナー」を自助グループと共催等により実施し、自助グルー
プの活動について啓発を図る。
・「札幌市依存症対策総合支援連携会議」等において関係機関間で活
動についての情報交換や共有し、支援の際の連携に活用する。

北海道作業療法士会
会員作業療法士への研修機会を通した自助グループ等の活動の情報共
有

北海道産業保健総合支援
センター

HP等による情報提供

札幌医科大学医学部神経
精神医学講座

自助グループの活動や回復施設等の取組について、相談者に適宜必要
な情報を提供する。

北海道断酒連合会 必要に応じて地域活動等の情報を提供

札幌マック
関係機関との情報の共有を図る。自助グループの会場の開催状況を把
握し、適切な情報を伝える。

札幌マック女性共同作業
所

関係機関との情報の共有を図る。自助グループの会場の開催状況を把
握し、適切な情報を伝える。

道立保健所
家族も含めた相談支援を行い、家族がアルコール依存症について理解
を深めることができるよう関わる。

北海道医師会 ・適宜必要な情報を提供いたします。

北海道精神神経科診療所
協会

アルコール問題の背景にある気分障害や発達障害等について診断と治
療を行う。

北海道臨床心理士会
医療保健機関や自助グループとも連携し、引き続き対人コミュニケー
ションならびに心的外傷が認められる人への臨床心理学的アプローチ
に努めていく

北海道精神保健福祉士協
会

随時対応（家族会支援を含める）

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

会員が所属する機関において家族を対象としたグループや面接を担当
しており、実践の情報の共有と検討を行う。

（１）
社会復
帰への
支援

・自助グループの活動や
回復施設等の取組につい
て関係機関で情報を共有
し、相談者が適切な支援
につながるよう情報提供
を行い、自助グループ及
び回復施設の活用につな
げます。

・本人の治療、回復に
は、家族の協力が重要で
あり、家族に対し、当事
者と同様の支援や治療に
関する情報を提供するこ
とにより、家族自身がア
ルコール依存症への理解
を深められるよう支援し
ます。
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 主な実施主体 今年度の評価

年次ごとの取組内容 第２期評価を踏まえた
今後の取組（予定）

具体的な取組

北海道立精神保健福祉セ
ンター

全道域で活動する精神保健福祉団体に対する支援協力します。
ご家族からの相談に対してアルコール健康障害についての情報を提供
し、支援します。

札幌こころのセンター

・「お酒と健康を考える市民フォーラム」や「家族セミナー」を自助
グループと共催等により実施し、家族に対してアルコール健康障害に
対する正しい知識の普及啓発を図る。
・札幌市依存症相談窓口と専門医療機関についての普及周知チラシ、
ホームページ、SNS等を利用し、家族の相談先やアルコール健康障害
ついての普及啓発を図る。
・「札幌市依存症相談窓口」で家族からの相談にも応じ、地域の適切
な支援機関につながるよう支援を実施する。

依存症治療拠点機関 家族向けのパンフレットを作製予定

北海道産業保健総合支援
センター

HP等による情報提供。
事業主セミナーを通じ啓発。

札幌医科大学医学部神経
精神医学講座

相談や治療の際に、当事者と家族に必要な情報を提供し、家族のアル
コール依存症への理解を支援する。

北海道断酒連合会 例会や研修会のほか電話による相談を実施（予定）

札幌マック
家族に対するプログラムは行っていないが、本人への対応のアドバイ
スは行う。要請があれば、研修等で施設の概要や経験談を発表する。

札幌マック女性共同作業
所

家族に対するプログラムは行っていないが、本人への対応のアドバイ
スは行う。要請があれば、研修等で施設の概要や経験談を発表する。

北海道医師会 ・依頼に基づき、協力を検討いたします。

北海道精神神経科診療所
協会

アルコール問題の背景にある気分障害や発達障害等について診断と治
療を行う。

北海道産業保健総合支援
センター

事業主、産業保健スタッフ向けセミナーの開催。
産業医研修会開催。

（１）
社会復
帰への
支援

・職域においては、就労
及び復職が偏見なく行わ
れるよう、職場における
理解や支援を促進しま
す。

・本人の治療、回復に
は、家族の協力が重要で
あり、家族に対し、当事
者と同様の支援や治療に
関する情報を提供するこ
とにより、家族自身がア
ルコール依存症への理解
を深められるよう支援し
ます。
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 主な実施主体 今年度の評価

年次ごとの取組内容 第２期評価を踏まえた
今後の取組（予定）

具体的な取組

道立保健所
地域の相談拠点として、住民や関係機関等からの相談に対応し地域の
社会資源と連携した支援を行う。

北海道立精神保健福祉セ
ンター

相談者の状況に応じ、必要な社会資源を紹介し、関係機関との連携を
取りながら支援を図ります。

札幌こころのセンター
・「お酒と健康を考える市民フォーラム」や「家族セミナー」の開
催、普及周知チラシ、ホームページ、SNS等を利用して、自助グルー
プの役割や活動について啓発を図る。

北海道断酒連合会 依頼照会等に対して情報提供を実施

札幌マック 自助グループの活動の現況を把握し、相談対応に役立てる。

札幌マック女性共同作業
所

自助グループの活動の現況を把握し、相談対応に役立てる。

保健福祉部高齢者支援局
高齢者保健福祉課

・市町村や地域包括支援センターが開催する研修会や啓発活動等にお
いて、自助グループの意義や役割への理解が深まるような取組の推進
について検討。

保健福祉部子ども未来推
進局子ども子育て支援課

女性の健康週間(3月上旬頃）において、アルコール問題や回復施設の
情報等の理解が深まるような周知を行う。

保健福祉部福祉局障がい
者保健福祉課

広報誌やホームページにおいて、飲酒による影響等について普及啓発
を行う。

道立保健所 ホームページ等により飲酒による影響等について普及啓発を行う。

北海道精神科診療所協会
アルコール問題を抱える人を自助グループにつなげ、ミーティングに
参加し続けられるよう支援する。

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

会員が所属する機関において、当事者家族と関わる際に自助グループ
の意義や回復者の経験を伝えることで一定の効果を見込んでいる。ま
た、行事等の依頼があれば講師等にて当該目標の周知に協力する。

札幌こころのセンター
・「お酒と健康を考える市民フォーラム」や「家族セミナー」におい
て、自助グループで活動する当事者や家族のの体験談や活動について
紹介し、自助グループの有用性や活動について啓発を図る。

北海道断酒連合会 機関紙等により活動を紹介（予定）

・精神保健福祉セン
ター、保健所、市町村等
においては、自助グルー
プ等を地域の貴重な社会
資源とし、相談等の事業
を協働して実施するとと
もに活動の周知に協力
し、必要な支援を行いま
す。

○自助グループ等との連携推進

・自助グループや回復施
設を利用した回復者の体
験談や回復事例などを広
く道民に紹介すること等
により、回復支援におけ
る自助グループの役割や
意義を広く啓発し、社会
全体での自助グループに
関する認知度を高めま
す。また、アルコ－ル依
存症者の回復支援に当
たっては、その家族へ支
援や女性及び高齢者特有
の問題に配慮した対応が
必要であることを周知し
ます。

（２）
民間団
体の活
動に対
する支
援
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R3 R4 R5 R6 R7
施策 主な実施主体 今年度の評価

年次ごとの取組内容 第２期評価を踏まえた
今後の取組（予定）

具体的な取組

札幌マック
近隣の自助グループや他の回復支援施設と繋がりを持ち、必要な時に
は情報の開示・共有に努める。

札幌マック女性共同作業
所

近隣の自助グループや他の回復支援施設と繋がりを持ち、必要な時に
は情報の開示・共有に努める。

道立保健所
地域の自助グループや関係団体と連携を図り、アルコール関連問題の
啓発活動等について検討する機会を作る。

道立精神保健福祉セン
ター

全道域で活動する精神保健福祉団体に対する支援協力を行います。
自助グループとの連携し、アディクションフォーラム運営に対して助
言します。

札幌こころのセンター
・「お酒と健康を考える市民フォーラム」や「家族セミナー」を自助
グループと共催等により実施し、家族に対してアルコール健康障害に
対する正しい知識の普及啓発を図る。

北海道断酒連合会
ＳＢＩＲＴＳ普及促進セミナーの実施（予定）
・SBIRTS：早期での発見・介入・治療に自助グループの活動を加えた
取り組み

札幌マック
会議・研修への積極的参加を通して、連携に寄与できる体制を整え
る。

札幌マック女性共同作業
所

会議・研修への積極的参加を通して、連携に寄与できる体制を整え
る。

道立保健所
自助グループの活動を把握し情報共有を図るとともに、自助グループ
と連携した相談支援を行う。

日本アルコール関連問題
ソーシャルワーカー協会
北海道支部

会員はそれぞれの所属する機関において自助グループや回復者施設等
と連携を取り、患者の紹介やプログラムで紹介ミーティングを行う。

道立精神保健福祉セン
ター

必要に応じて自助活動に取り組めるよう助言等を行います。

札幌こころのセンター
・フォーラムやセミナーの共催、自助グループが開催する例会やイベ
ント・研修等についての周知や開催への協力等を通じて、自助グルー
プの活動を支援する。

北海道断酒連合会 例会や研修会などを実施（予定）

札幌マック
市内及び道内の自助グループの活動状況を把握し、相談対応には正確
な情報を伝え、合わせて自助グループの概要も説明する。

札幌マック女性共同作業
所

市内及び道内の自助グループの活動状況を把握し、相談対応には正確
な情報を伝え、合わせて自助グループの概要も説明する。

・自助グループ等が活動
しやすいように、関係機
関と連携を図り、それぞ
れの団体の機能に応じた
役割を果たす機会や場所
を提供するなど、自助グ
ループ等の活動の支援に
努めます。

・自助グループや回復施
設を利用した回復者の体
験談や回復事例などを広
く道民に紹介すること等
により、回復支援におけ
る自助グループの役割や
意義を広く啓発し、社会
全体での自助グループに
関する認知度を高めま
す。また、アルコ－ル依
存症者の回復支援に当
たっては、その家族へ支
援や女性及び高齢者特有
の問題に配慮した対応が
必要であることを周知し
ます。

（２）
民間団
体の活
動に対
する支
援

・アルコール関連問題に
関する啓発に関し、自助
グループや関係団体等と
連携し、より効果的な理
解促進のための取組を推
進します。

○自助グループ等への支援
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